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Ｈさんは、3月に 3日間の実習を行なった後、4月 2日から利用を開始されています。実習中とは違う作業室、

関わったことのない利用者もおり、利用開始当初は緊張されているようでしたが、現在では穏やかな様子で１日

を過ごされています。そんなＨさんとの出来事を 1つご紹介したいと思います。 

4月中旬、Ｈさんから「○○（アニメキャラ名）コピー」と初めて要望がありました。

数分後、そのキャラクターのコピーをお渡しすると、今度は違うキャラクターのコピ

ーを要望。２つ目の要望に対しては「お家でコピーします」と伝えましたが、納得で

きない様子で、不調時の声や行動が度々見られました。 

翌日も「○○コピー」と同様の要望。今回は渡す時間を指定して紙に書き提示する

と、その時間までは落ちついて過ごすことができましたが、コピーを受け取ると、昨

日同様違うキャラクターのコピーを要望。今度は日付を記入して紙に書きましたが、 

1つで止まらず 2つ 3つと…（日付は翌日、翌々日と 1日 1つにな 

るように記入）。いくつ要望が出てくるのだろうかと、Ａ4用紙に書 

き出してみると、用紙いっぱいに 10個以上出てきました。 

その翌日は、小さなホワイトボード(20㎝×15㎝)を使用。すると、 

コピー要望は 3つでストップ。その中から 1番を決めてもらい、翌日 

の日付を書いて本人スペースに掲示すると、帰宅まで安定して過ごす 

ことができました。 

当日は日付部分を渡す時間に変更して掲示。すると、時間までコ 

ピーを待つことができ、その後のコピー要望も 1つで止まり、不安 

定な様子も見られず、1日を過ごすこ 

とがでました。 

このやり取りを毎日行ない約 3週間が経つと、同じキャラクター名が出てきた 

り、受け取り時間が遅れてきたりするようになりました。そして 5 月中旬頃、Ｈ

さんから「ないない」と言ってホワイトボードを片付けるよう支援員に渡し、そ

の後より、コピーのやり取りがなくなりました。 

Ｈさんと一緒に過ごすようになって早 2 カ月。上記のようなやり取りをしていく中で、Ｈさんは柔軟性が高い

方であることが分かってきました。これまで自閉症の方を支援するにあたり、先の行動を予測し、生活しづらい

パターンにならないよう、先回りする支援を心掛けてきましたが、Ｈさんとの関わりにおいては、Ｈさんの柔軟

性を伸ばせるよう、先回りしすぎない支援をしていきたいと思います。               （伊波） 

今年度から、やまびこ工房に 1名、第二やまびこ工房に 3名、新しい利用者が入られています。4名とも今年 3月に支

援学校を卒業されたばかりの方々です。支援者の学校訪問、在学中の施設実習、その後の面談を経て利用を開始され

ています。今回は、各事業所 1名の受け入れ～現在までの様子をご紹介したいと思います。 

Ｋさんは特別支援学校を卒業し 3月 19日よりやまびこ工房の利用を開始されています。 

Ｋさんは男性の方で自閉症の障がいをお持ちです。ご家庭では電車やトーマスのＤＶＤを見るのが好きで、

ドライブや散歩、電車乗りも好きな方です。在学中に学校への見学とやまびこ工房での実習を行い、通所され

ることが決まりました。学校から通所施設へと環境が大きく変化する生活の中で、Ｋさんがどうしたら安心し

て自分らしく通って頂けるか試行錯誤しながら考えています。 

そんな場面や取り組みを少しご紹介させて頂きます。 

朝の通所時間は利用開始当初は 10時で始めました。この時間は、玄関前が人や車の出入りの多い時間なので、

自宅と通所への切り替え場面においてＫさんは緊張や不安が強くなる様子でした。そこで、人の出入りが比較

的少ない時間に通所時間を変更して、声かけは控えて手差しや写真カードを提示して次の行動に移れるように

支援しました。併せて移動時には廊下にパーテーションを用意して刺激を少なくしています。 

昼食について、実習中は写真カード等で食堂に誘いましたが食堂の中には入れませんでした。実習中の様子

も踏まえて 3 月中は作業室のＫさんのスペースで食事をして頂きました。少しづつ慣れてきた 4 月に食堂での

食事を試みました。イメージがつきにくい食堂への不安が強いと考え、どんなところなのか、まずは食堂の中

に入って見てもらう為に、ご飯のお替りの際に食堂に誘ってみることにしました。すると、スムーズに支援員

と一緒に食堂に入ることが出来ました。数日間続けて、今度は写真カードや実際の食事を見てもらい食堂に誘

ったところ食堂で食事をとることができました。その後も 3 日間食堂で食事をされていましたが、人の動きや

音、話し声等Ｋさんには、まだ負担が大きい様子や表情が見られ、現在は作業室のＫさんのスペースで召し上

がっています。メニューについても、安心感が得られるように食感が苦手な豆腐や卵料理は、代替えのメニュ

ーに変更して提供する機会もつくっています。 

散歩の活動では、工房の周りを一周 15分程のコースを歩いていて一日毎に右回り、左回りと変えています。

散歩のコースがＫさんの中で固定されないで色々な場所を混乱なく歩けるように工夫をしています。 

今、Ｋさんは大きな変化に戸惑いながらも頑張っている連続の日々だと思います。その気持ちを受け止めて、

安心できる場になるようにＫさんやご家族と一緒に考え、日々創意工夫し支援をしていきたいと思っています。                                     

（畑山） 

 
 

○○コピー 

××コピー 

△△ 

コピー 

 紙いっぱいに名前を埋め 

たかったのかな？ 

たくさん言ったら 1つ 

は叶うと思ったのかな？ 

 

 本当に欲しいと思って

要求しているのかな？ 

自閉症の特性でパター

ンになってしまってい

るだけでは？ 
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